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研究成果の概要（和文）：本研究は、ICTの活用により布を用いた製作学習の支援を目的とし、結果は以下の通
りである。
(1)基礎縫いと袋や衣服の製作工程を説明する動画教材を作成し、タブレットPCにインストールした。公開した
動画教材の閲覧数は15万件を超えるものもあり、多く利用されている。(2)中学生と大学生の授業アンケートと
観察より、動画教材による理解と技能の向上が示された。(3) 動画閲覧環境を整備する方策を検討した。教師が
使用するPCを動画配信サーバとし、学生が使用するタブレットPCにストリーミング配信するシステムを構築し、
公開した。 (4) 家庭科教員を対象に、動画製作講習会を開催し、動画教材の利用促進に努めた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we intended to support the sewing class experience with the 
use of ICT. The results are as follows:
(1) We created a video material explaining basics on hand and machine sewings and how to sew 
bags/clothing and had it installed on Tablet PCs. Some of the released video materials were much 
exploited and achieved more than 150,000 viewings.(2) It was revealed through questionnaire surveys 
and observation in classes at a junior high school and universities that use of video material 
promoted understanding and improving of sewing skills.(3) We considered measures to consolidate a 
browsing environment that enhanced the use of video materials in classrooms. The system to set the 
teacher’s PC as the central distributing server and to stream video content over wireless LAN to 
tablet PCs used by students was introduced to the public.(4) We held workshops on video production 
for home economics teachers and sought to promote the use of video materials.
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１．研究開始当初の背景 

1）「技能学習が成立しない」状況への対応は喫

緊の課題である 

現場の家庭科教師から「技能学習、特に被

服製作学習が成立しない」という声が頻繁に

聞こえるようになった。家電製品の普及と家

事の外部化による家事労働の軽減、核家族化

による生活技術伝承の機会の減少などによ

って、生活技能全般が低下していることが背

景にあると考えられる。研究代表者らの先行

研究による糸結びテストにより、児童・生徒

の手指の巧緻性は低下の一途をたどってい

ることを明らかにしている。 

被服製作は手指を使う作業であるため、こ

うした手指の巧緻性の低下が学習の進行を

妨げていると考えられる。このような状況を

ふまえ、小学生から教員免許状を有する学生

までを対象に授業支援を行うことが必要で

あると考えた。 

2）被服製作学習への支援が十分でない 

研究代表者は、手指の巧緻性に優れる者は

基本的生活習慣が身についている、被服製作

学習は自己効力感を育成できる可能性があ

る、被服製作学習はものづくりの楽しさを体

験する機会となる等の、今日的意義を示して

きたものの、製作学習の支援には至らなかっ

た。他の先行研究にも教材開発の例はみられ

るが、技能向上を検討しその成果を客観的に

示したものはほとんど見受けられない。教師

は、製作学習において細かな手作業の詳細を

全体に示さなければならない。授業進行とと

もに個人差がでてくる状況下で、1 人の教師

が１クラスの生徒を指導するには、新たな対

策が必要であり、本研究では ICT の活用に着

目することとした。 

教育の情報化の重要性に関する戦略が策定

され、学校にもさまざまな情報機器類が整備

される中で、手元において利用できるタブレ

ット PC も普及しつつある。これらを活用し、

見やすく分かりやすい説明による理解の向

上、できることで興味関心を高める、必要に

応じて教室でも自宅でも繰り返しができる

ように動画教材の作成とともに ICT 環境を

整備する必要がある。 

また、教員研修を開催することで、学校教

育での ICT の普及を図り、布を用いた製作学

習を支援していく。 
 
２．研究の目的 

本研究では、前項で記載した学習状況の改

善と支援を目的として、まず、動画教材を提

供し、情報通信環境の整備とともに授業での

活用を目ざすことを試みた。次に、こうした

教材の利用が生徒の理解・技能レベルを引き

上げ、授業進行の向上に貢献するかを確認す

ることで、教材利用の効果検証することをも

う一つの目的としている。 

ウェブによる情報発信と、教員研修の機会

を活用して、本研究成果の普及を図っていく。 

 
３．研究の方法 

(1）縫製技能と製作過程を理解させる動画教

材の作成と公開 

家庭科の教科書、基礎縫いのコンテンツを

一般公開している教育用画像素材集（2004

情報処理推進機構）および市販教材を参考に

しながら、基礎縫い・ミシン縫い・ボタンつ

けなどに関する動画教材を作成した。次に、

作品製作のための説明用動画教材を作成し

た。どこまで縫うのか、丈夫にするやり方な

ど、全体の作業過程を通しで見せる。これら

は教師の説明用あるいは個別指導での活用

が見込まれる。 

これらの教材を教室だけでなく、自宅でも

繰り返して視聴でき、正しいやり方を理解し、

技能を高めることができるようにウェブに

て公開した。 

(2）動画教材を用いた授業実践 

①国立大学教育学部附属中学校の協力を

得て、書画カメラとプリント配付による従来

式のクラスと、グループに１台のタブレット



PC を用い教師の説明を繰り返し手元で確認

できるクラスで授業を実践した。基礎縫いで

は技能の実態と教材利用の傾向、動画の評価、

作品製作では生徒の意識・理解度およびビデ

オ撮影による生徒の行動分析から取り組み

状況の比較、教師の机間指導の行動などを比

較した。生徒の進行と動画教材の利用状況か

ら、動画活用の効果を考察した。 

②教員養成系小学校教員免許状取得希望

の大学生(70 名）を対象とする家庭科指導法

の講義で、針と糸を使った製作学習の改善を

意図する手縫いの基礎と小袋製作（手縫いと

ミシン縫い）の動画教材を作成し、授業で活

用した。 

③被服学を専門とする大学生に対しては、

理解度と進度に個人差の生じ易い製作実習

で、学生個々の進度に応じた閲覧を可能とす

る動画教材を作成し、LMS（学習管理システ

ム）で配信した。配信教材は、3 年生のシャ

ツブラウスの製作（袖口の剣ぼろ付き短冊あ

きと台襟つきシャツカラー）と、2 年生のパ

ターン製図（テーラードカラーの描き方）で

ある。無線 LAN 設備の被服実習室にルータ

ーを一時的に敷設して、タブレット PC と学

生が所持するスマートフォンで閲覧可能な

環境を作り、授業時間内の閲覧回数と動画教

材に対する評価を調査した。 

(3）動画閲覧環境を整備する方策 

教師が自作した動画教材を手軽に授業で

活用できるようにするための動画配信シス

テムを整備する方策を検討した。 

(4）教員対象の ICT 活用講習会・研修会 

家庭科教員を対象とする動画教材の作成

のための講習会を 3 年間継続して開催し、動

画の撮影方法と編集技術の習得を支援した。

布を用いたものづくりで必要とする題材を

生徒の実態に合わせた内容を揃えるために

は、教師による自作自演が効果的である。そ

れを実践する際に適切な撮影機材と撮影方

法を紹介した。講習会の内容は、動画教材制

作の流れと動画編集ソフトウェアの操作を

体験した後、被服実習室でトートバッグの製

作工程を動画撮影、パソコン室で撮影した動

画の編集作業にあたる計６時間のコースで

ある。講習後のアンケートから ICT 活用に関

する学校の学習環境と動画製作に関する意

識を調査した。 

その他、講演会や教員研修の機会を得て、

本研究の成果を紹介した。 

 
４．研究成果 

(1）製作実習を支援する動画教材の活用 

家庭科での活用を意図して、手縫いとミシ

ンの基礎技能を習得させる動画教材を作成

した。手縫いの基礎である玉結び・玉どめか

らボタンつけと、ミシン操作の基本に関する

動画教材を作成して HP にて公開し、学校の

みならず自宅でも閲覧が可能になるように

した。一般の閲覧も多く、現時点で 15 万件

を超えるコンテンツもある。 

並行して、製作過程を示す動画教材（トー

トバック、手縫い小袋、ミシン小袋、コース

ター）の動画教材を作成した。これらは授業

の説明用あるいは個別指導への活用が見込

まれ、製作物の一部を公開している。 

(2）動画を活用した授業実践と効果 

①中学校 2 年生 170 名を対象に、タブレッ

ト PC にインストールした基礎縫いとトート

バッグ製作過程の動画教材を用いて、製作学

習にどのような効果を及ぼすかを考察した。

まつり縫いの一斉指導場面と、個別指導が必

要な製作学習の 2 場面を観察対象とし、生徒

の教材評価と教師の机間指導・発話分析を行

ったところ、生徒の理解度と教師の指導の変

化がみられ、動画利用の効果をとらえること

ができた。 

②小学校教員免許状取得希望の大学生 70

名を対象とする家庭科指導法の講義の中で、

動画教材を利用して授業を行い、指導を行き

わたらせることができたか、技能習得度を向



上できたかを考察した。平成 26 年度は手縫

い、平成 27 年度はミシンを取り入れて授業

を行い、動画の活用が理解度・技能の向上と

ともに ICT 体験の機会としても効果がある

ことを確認した。 

③被服学を専門とする大学では、衣服製作

と製図の授業で LMS（学習管理システム）

を用いて動画を配信し、授業時間内の閲覧者、

閲覧回数、動画に対する感想を調査した。シ

ャツブラウスの部分縫い 14 工程、65 分（50

名）、テーラードカラーの製図 3 工程、18 分

（30 名）は、いずれも学生が初めて体験する

縫い方および製図法であり、76%の学生が動

画を閲覧して課題を完成させることができ

た。学生からは、繰り返し見られる、わかり

やすい、自分のペースで見られるなどの感想

を得た。 

(3）動画閲覧環境を整備する方策の検討 

教師が使用する PC の IIS を起動させるこ

とによって、ストリーミング配信サーバとし

ての役割を担わせ、タブレット PC からこの

教師が使用する PC にアクセスすることによ

って、教師の PC に保存されている動画教材

を生徒のタブレット PC でストリーミング再

生できる仕組みを構築した。このシステムの

利用によって、動画教材の配信・閲覧が容易

に実施できるようになり、動画教材を用いた

授業がスムーズに実施できるようになるこ

とを製作実習の中で確認した。これらを汎用

性のある方策としてウェブにて公開した。 

(4）教師対象の ICT 講習会・研修会 

動画教材講習会受講後の教師のアンケー

ト調査では、すぐに実践したい、活用したい

という積極的な意見が見られた一方、撮影や

パソコン操作に手間取る、時間がかかるとい

う意見も見られた。また、受講者勤務校の ICT

環境は、PC およびタブレット PC、無線 LAN、

LMSが実習室に無いという回答が70％以上あ

り、情報通信設備の整備の遅れが教材の ICT

化を妨げている現状が明らかであった。 

その他、埼玉県内において教師を対象とす

る免許状更新講習・研修の機会を得て、家庭

科の製作学習における ICT 活用の普及・促進

に努めた。  
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